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《研究ノート》

世界文化史とマーケティングの
関連に関する一考察

黒 田 重 雄

本拙論の表題は，若干奇異なものに映るか
もしれない。しかし，マーケティングを研究
する筆者には，どうしてもそう思わざるを得
ない事態になっていると考えているので，そ
の点を説明を試みるつもりである。

1．世界文化史論争がある

かつて，世界には，⚔大文明論があったが，
それは崩れ，今や，ハンチントン（S. P.
Huntington）の⚘大文明論など様々なものが
提起されるにいたっている(1)。
ハンチントンについては，以下のような説
明が一般的である。

ハンティントンはまず⽛文化⽜が国際政治
においても重大な役割を果たしていることを
指摘した。
特に冷戦後において文化の多極化が進み，
政治的な影響すら及ぼした。なぜなら文化と
は人間が社会の中で自らのアイデンティティ
を定義する決定的な基盤であり，そのため利
益だけでなく自らのアイデンティティのため
に政治を利用することがあるためである。伝
統的な国民国家は健在であるが，しかし行動
は従来のように権力や利益だけでなく文化に
よっても方向付けられうるものである。そこ
で現在の諸国家を七つまたは八つの主要文明
によって区分することがハンティントンによ
り提案された。

同じような論法で，筆者は，マーケティン
グが世界の舞台に躍り出て，各国の文化と対
立し，非常に大きな摩擦問題を引き起こすよ
うになっていると考えている。
一方で，現代の文明・文化論は，大きく，
一つの方向に向かっていると言う説（山崎正
和(2)）と，依然として個別文明に峻別される
という説（中西輝政(3)）に分かれるように思
われる。
筆者のようにマーケティング学を研究する
者にとっては，世界各国にマーケティングが
浸透し，拡大し，そして既存の独自の文化を
脅かしていると思わざるを得ない状況である
と考えている。
マーケティングなど，ちっぽけな問題に過
ぎない，と考える向きも多いと思われる。し
かし，日本では⽛マーケティング至上主義⽜
とか⽛マーケティング化する民主主義⽜とか
の言葉が生まれているが，これは世界にも当
てはまるものではないかということである。
つまり，その証拠は，世界中に大中小にか
かわらず企業の不正・偽装の嵐が吹き荒れて
いる実態がある。これらは，政治や経済の問
題であって，マーケティングなど単なる戦略
論か儲け方に過ぎない，そんなものは世相を
あらわす小さな問題で研究するにはほとんど
取るに足らないものの一つという受け取り方
もある。
しかし，そうでもないものになってきてい
るということの一面を示してみたい。
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2．企業の不正，偽装問題の噴出

現在のマーケティングの問題はどこにある
のかを考えてみる。全世界的に企業の不正，
偽装問題の噴出している。もとより，マーケ
ティングだけの問題とは言えないだろう。
しかし，マーケティングにも責任なしとし
ない。
食糧が足りなくなると，DNA 操作で食糧
不足をカバーしようとしたり，AI で人の仕事
の肩代わりをさせようとしたり，同じことか
もしれないが，ゲームに勝つために，薬を
使ったり，コンピュータをつかったり，大量
情報の分析にクラウド・コンピュータを用い
たりと，とにかく，現代は，各種意思決定の
情報処理にインターネットとコンピュータは
欠かせないものとなってきている。
インターネットの普及とともに筆者にもい
ろいろな影響が出ている。
良い面といえば，自分の仕事で何か知りた
いことができたり，読みたい文献を早く手に
入れたいときには便利になったと感じている。
ある意味誰よりも早く手に取ることもできる
ようになった。
しかし，悪い面として，プライバシーなど
個人的心配事の増大である。メール交換や本
の注文などをやってきた結果，自分のメール
アドレスが何かの広告に使用されていること
が分かって早速アドレスを変更しなければな
らなくなった。これで，別人に成り済ましは
いとも簡単で，他人名義で何でもできる世の
中になっているということが分かった。マイ
ナンバーも成り済まし問題が取り沙汰されて
いる。
⽛便利さ⽜と⽛プライバシーの侵害⽜は表裏
一体の関係をいやでも知ることとなった次第
である。

最近の企業の不祥事の頻発（さまざまなビジ
ネス関連問題の発生）
しかしながら，現実はもっと深刻な状況に
あると言わざるを得ない。
昭和 30 年代以降になると高度経済成長と
ともに人々の購買力も増し，多種多様な商品
が大量生産されるようになり，大量生産・大
量販売・大量消費の図式が回るようになる。
巨大市場が形成され，⽛大衆消費社会⽜が現出
していると言われた。このころの消費者は
⽛所有価値⽜（物を持つことに価値を見出す）
を重んじていたと考えられている。しかし一
方で，消費者も次々と出回る新しい商品・
サービスへの対応が追いつかず，適切な選択
能力を持たないまま販売商戦に巻き込まれ，
単に提供されるままに物を購入するだけで，
狭い部屋が⽛物にあふれ⽜，寝る場所も無いと
いった状況になっているという警告もあった
りした。そこへ，70 年代に入って⽛ニクソ
ン・ショック⽜や⽛第⚑次石油危機⽜があら
われて，消費者側も反省し，⽛固有価値⽜（他
人に左右されない自分だけのものを持つ＝⚑
点豪華主義など）の価値観に移っていったと
されている。
しかし，近年になって，性能や安全に問題
のある商品のために健康を損ねたり，不必要
なものを買わされてしまったりする消費者被
害が増加してきた。このように商品やサービ
スが生産者から消費者に供給され，消費され
る過程で発生するあらゆるトラブルを⽛消費
者問題⽜という。
このところの日本における食品の偽装など
不正問題を列記してみよう。

冷凍ギョーザ中毒事件，メラミン混入の牛
乳，乳製品原料肉偽装，期限切れ原料使用，
豚肉などを混ぜた⽛牛ミンチ⽜，賞味期限改ざ
ん，製造日改ざん，産地偽装やつけ回し，食
肉偽装，飛騨牛偽装，ウナギ蒲焼き偽装，事
故米の食用転用など。
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また，高齢者には⽛オレオレ詐欺⽜などが
問題となっているが，若者にもネット・ビジ
ネス関連でのトラブルに関する相談が矢継ぎ
早に⽛国民生活センター⽜に寄せられている
という。

世界的に大企業の不正・偽装問題の発生が続
いている
世界でもさまざまなさまざまなビジネス問
題が発生している(4)。新しいところでは，株
主至上主義経営，株主価値偏重型コーポレー
ト・ガバナンスの典型と見なされた，2001 年
にはアメリカの天然ガス・石油会社のエンロ
ン社（Enron Corporation）が巨額の不正経
理・不正取引による粉飾決算が明るみにでて
経営破綻したし，2002 年に倒産した通信会社
大手ワールドコム社（Worldcom）はその後に
不正会計が発覚している(5)。

エンロン事件は，⽛エンロン・ショック⽜と
も呼ばれ，2001 年 10 月に発覚した，アメリ
カ合衆国（米国）の多角的大企業であったエ
ンロン社（Enron Corporation）の不正会計事
件（巨額の粉飾決算事件）のことをいいます。
これは，総合エネルギー取引と IT ビジネス
を行っていたエンロン社が，特定目的会社
（SPC）を使った簿外取引により，決算上の利
益を水増し計上していたことが分かり，2001
年 12 月に経営破綻に追い込まれ，世界の株
式市場に大きな衝撃を与えたものです。
（2002 年⚗月のワールドコムの破綻まで，米
国史上最大の企業破綻であった）
当時，エンロン社は全米でも有数の大企業
であり（2000 年度は全米第⚗位の売上高があ
り），その破綻によって，多くのステークホル
ダーが多額の損失を被り，また事件に関与し
ていた大手監査法人のアーサー・アンダーセ
ン（Arthur Andersen）も解散に追い込まれま
した。さらに，同社に続いて，他の有力企業
の不正会計が次々と明るみに出たことで，一

企業の破綻にとどまらない異常事態へと発展
しました。そして，この事件を契機に，米国
において，コーポレートガバナンスが強く問
われることになり，2002 年に企業の不祥事に
対する厳しい罰則を盛り込んだ⽛サーベン
ス・オクスレー法（SOX法）⽜が制定されるこ
とになりました。

2015 年，ドイツの自動車会社フォルクス
ワーゲンも排ガス規制を逃れるべく手の込ん
だ不正が発覚している。日本を代表する企業
である東芝で，不正会計が発覚し，⚓人の歴
代社長が退任するという異例の事態が起こっ
ている。また，三菱自動車燃費偽装も発覚し
ている。走行試験せず，机上データだけで提
出していた事例である。

3．不正・偽装の底流にあるもの

驚いたのは，NHK・BS 世界のドキュメン
タリーシリーズのうち，2012 年（⚗月 16 日）
放映分の⽛電球をめぐる陰謀⽜であった。
テーマは，⽛意図的老朽化⽜の実態を描き出す
というものであったが，以下のような内容で
あった。

エジソンが発明した電球が売り出された
1881 年，その耐用時間は 1500 時間だった。
1924 年には 2500 時間に延びた。しかし 1925
年に世界の電球製造会社が集まり耐用時間を
1000 時間に限ることを決定。世界各地で作
られた長持ちの電球は一つも製品化されな
かった。同じような考え方は現代にもある。
破れるように作られたストッキング，決まっ
た枚数を印刷すると壊れるプリンター，電池
交換ができなかった初期の iPod などだ。消
費者の方もモノを買うことが幸福だと考え，
新しいものを買い続けている。しかしその一
方で，不要になった電機製品は中古品と偽っ
てアフリカのガーナに輸出，投棄されて国土
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を汚している。電球をめぐるʠ陰謀ʡを証言
と資料を元に解き明かし，消費社会の在り方
に警鐘を鳴らす。

テーマになっている⽛意図的老朽化⽜は，
かつて⽛計画的陳腐化（planned obsoles-
cence）⽜と言われたものである。それが今ま
た復活したということなのか。当時は，企業
は製品作りにおいて，⽛計画的陳腐化⽜を前提
に物を作っているように見えるがそうではな
い。つまり，人々にとって何が望ましいのか，
ということから企業は⽛新製品開発⽜を行っ
ているのであるとして，陳腐化説は一蹴され
ていたはずであった。
これに類似の話として，包丁についてがあ
る(6)。

これはある包丁の産地で聞いた話。よく切
れる包丁ほどさびやすい。使ったあと，いく
らしっかり水気をとっておいたつもりでも，
二，三日すればうっすらさびが出る。これが
包丁のもちを悪くする。実はそれを防ぐ方法
があって，簡単である。
使った後，湯に浸してから乾いたふきんで
ふいておけばいい。なぜそんな簡単なことが
知られていないのか。一説によると，早く包
丁をだめにした方が，買いかえ需要がふえて
業者の利益になる。
長もちさせる方法など教えるのは自分の首
をしめるようなものだ，というのである。そ
ういう知識こそ，学校の家庭科あたりで教え
たい。習った方では一生忘れないようにすべ
き知識である。

では，今また陳腐化説復活の背景には何が
あるのか。⽛企業⽜側の不況時における⽛足

あ

掻
がき

⽜が見え隠れする。
こうした状況を分析したものが，日本經濟
新聞の分析である(7)。
⽛⚖ 揺らぐ企業の ROE 神話 その利益に

大義はあるか⽜と題して，述べたものである。
ROEとは，⽛株主資本利益率⽜であるが，

⽛ROE神話⽜の暴走が根底にある。⽛株主の
ための利益追求⽜が資本主義における企業の
責務だと米経済学者ミルトン・フリードマン
は 1962 年の著書⽛資本主義と自由⽜で主張し
た。この考えが米国などで広がり，株主のた
めにいかに稼いだかを示す ROE が重視され
るようになった。
資本主義を生きる多くの企業が信じてきた

⽛ROE（株主資本利益率）神話⽜が揺らいでい
る。
地球温暖化や格差拡大などの問題が深刻に
なり，利益だけを追い求める経営が立ち行か
なくなってきたためだ。環境，従業員，地域
社会，そして株主―。さまざまな課題・責
任のはざまで最適解を探り当てる経営が求め
られている。
⽛公益重視⽜3000 社超
⽛株主至上主義⽜に対する反省がおこって
おり，⽛ひずんだ株主至上主義⽜の修正はすで
に始まっている。米経営者団体，ビジネス・
ラウンドテーブルは株主第一経営を修正する
と宣言した。
環境や従業員，地域社会など公益の重視を
打ち出す⽛Bコープ⽜という新しい企業も台
頭している。⽛株主最優先の経営ではない⽜
とまで示すことを条件に，米非営利団体の B
ラボが認定する。
ブランド力などで有利になるといい，アウ
トドア用品の米パタゴニアや仏食品大手ダノ
ンの北米法人など 3000 社を超えた。

日本では，江戸期にも，偽装（だまし）が
あったことを井原西鶴が書いている(8)。
江戸時代の井原西鶴の⽝世間胸算用⽞の

⽛奈良の庭竈⽜の項で描かれた⽛タコの足⚘本
を，⚗本にしたり⚖本にしてだまそうとし
た⽜というものである。
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奈良で 24，⚕年も鮹（たこ）だけを行商し
て生計を立てていた男がいた。この男，鮹専
門の行商人で⽛鮹売りの八助⽜といえば知ら
ない人はいないくらいの結構評判の行商人で
あった。ただ，鮹の足は⚘本であるが，最初
から今まで⚗本にして売っていた。ばれない
のをいいことに，ある日⚖本にして売ったと
ころ，ひょんなことからこれが露見してし
まった。すると悪いことは出来ないもので，
誰が噂するともなく世間に広まって，なんと
いっても狭い奈良という場所柄，隅から隅ま
で，⽛足切り八助⽜と評判にされて，一生の暮
らしができなくなった。

もちろんそれがバレて売り手は商売そのも
のから手をひかねばならなくなったと不正に
ついての含蓄ある話を西鶴は書いているので
ある。
マーケティングというものが一気に昭和の
戦後期に入って来て，こうした江戸期におけ
る幼稚ともとれるビジネス上の不正が，300
年近く経った今日，ある意味堂々と大規模に
復活を遂げているように見えるのである。

おわりに―世界文化とマーケティング

林 周二（1969）は，1960 年代当時のマーケ
ティングという言葉の各国の受け入れについ
て書いている(9)。

つまりマーケティングという概念は，それ
を生んだ米国の経済的社会的風土と，良かれ
悪かれ強く結びついている。世上にはこの，
風土的規定と切離してマーケティングを純粋
に科学的に，あるいは純粋に技術的な概念と
して理解しようとする傾向が，とかくあるが，
それは外側からみたマーケティングの理解の
観点としては採るべきではないであろう。ひ
とつの証左としては，ʠMarketingʡという米
語が，そのまま日本語として定着しているだ

けでなく，ドイツ語，フランス語でも，それ
ぞれʠdas Marketingʡ，ʠle marketingʡのように
原語のまま，この文字を用いるに至っている
事実を挙げることができる。要するに
ʠMarketingʡは極めて米国的な概念として，
米国の地に誕生し，かつそれ以外の国々にも
輸出普及するようになったものである。

それが今や，すっかり根をはやして，結果
的に地域特有の文化を脅かしているのではな
いかということである。

日本では，どうしてこんなことが起こるの
か。企業というものはそういうものだと言っ
てしまえばそれまでだが，筆者には，そうも
言えない要素があるように思われるのである。
一つは，米国流マーケティングの追従の結
果ということである。たとえば，日本のマー
ケティングの定義には⽛公正な競争⽜という
文言が入っているが，米国の定義にはない。
今日のマーケティング戦略論は，米国には適
しているかもしれないが，日本の土壌にはな
い市場競争状況に米国流のマーケティングを
持ち込んでいるからではないのか，と思わざ
るを得ないのである。

世の中，これだけ企業や仕事で不正や偽装
が起こっている。直接関係しているマーケ
ティングにも大いに関係していると考えても
あながち間違いとは言えないだろう。むしろ，
おおいなる責任があると考えている。今の講
義の仕方，教え方のままでよいはずはない。
本来，教員の方に⽛教え方に問題がある⽜
という見方もある。初等教育で教えるべき内
容の教え方を知らない教員が⚘割いるという
話である(10)。
これなど，大学教員の場合，教生時代がな
いことから自由に講義展開を任されているこ
とから，教える内容やテクニックを不安材料
にする向きもある。
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筆者が言いたいのはそういうことではない。
⽛マーケティング⽜というものを講義する内
容の問題である。実務上の混乱の原因の一つ
は，大学で教えるマーケティングが学問に
なっていないことがあると考えているからで
ある。

⽛企業⽜本来の姿とは何か。現在の定義で
は，⽛企業とは，消費者の欲求に合わせるべく
常に新しい事業や製品を作ることを心掛けて
いる組織および個人（entrepreneur）である⽜
を指している。企業であれば，新製品開発に
努めなければならない。陳腐化で乗り切ろう
とする会社は企業ではない。これは単なる悪
徳会社に過ぎないのであるが，それが今また
復活してきたというのはなぜなのか，である。
一方では，日本では，流通企業による⽛不
公正取引⽜として⽛公正取引委員会⽜から⽛排
除勧告⽜を受ける例も後を絶たない。最近の
具体的な事例には，共同ボイコット，不当廉
売，再販売価格の拘束，優越的地位の濫用，
競争者に対する取引妨害などがある。
不正・偽装の問題が，マーケティングだけ
の要因によって引き起こされているとはいえ
ないかもしれない。国家の政治・経済的不安
定性，特に国家間の貿易摩擦などによって各
国企業に与える影響は計り知れない。そして
企業間競争も世界を舞台に激烈である。
ただ，筆者としては，それらの根底に，

⽛マーケティング⽜というものの浸透や広が
りを置いてみると非常に分かりやすいのであ
る。
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